
決して 〝機械任せ〟にすることなく、face to faceの指導を重んじる古東先
生。英語への苦手意識に端を発し、学生が教員に対して抱く〝壁〟も取り払わ
れていた。

イ
ス
を
送
る
こ
と
も
あ
り
、
学
生
と
の
距
離

が
縮
ま
っ
て
い
く
実
感
が
あ
り
ま
す
」
と
、

古
東
先
生
は
使
用
感
を
語
っ
た
。

　

学
生
同
士
は
、ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
越
し
だ
か

ら
こ
そ
ペ
ア
ワ
ー
ク
で
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に

英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
戦
で

き
て
お
り
、
英
会
話
へ
の
心
理
的
な
ハ
ー
ド

ル
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
会
話
に
よ
っ
て
相

互
理
解
が
進
む
こ
と
で
学
生
同
士
の
〝距
離
”

も
縮
ま
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑

な
人
間
関
係
の
構
築
に
つ
な
が
る
こ
と
を
、

ペ
ア
ワ
ー
ク
と
い
う
授
業
形
態
を
通
し
て

実
感
で
き
て
い
る
よ
う
だ
。

重
視
し
た
の
は
、

導
入
後
の
安
定
稼
働

　
『CaLabo EX

』
導
入
の
経
緯
は
、
Ｌ
Ｌ

シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
際
し
、
英
語
英
文
学
科

の
小
島
ま
す
み
准
教
授
を
中
心
に
英
語
英

文
学
科
か
ら
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
導
入
の
要
望
が
あ

り
、Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
数
社
比

較
・
検
討
し
た
う
え
で
、
学
内
で
サ
ー
バ
ー

管
理
な
ど
を
担
当
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
委

員
会
に
シ
ス
テ
ム
上
の
確
認
を
し
て
も
ら
い

決
定
し
ま
し
た
。
小
島
先
生
は
、「
ペ
ア
や
グ

ル
ー
プ
の
組
み
換
え
が
自
由
に
で
き
、
学
生

の
通
話
も
モ
ニ
タ
ー
、
介
入
で
き
る
な
ど
、

授
業
で
必
要
な
機
能
が
網
羅
さ
れ
て
い
た

の
は『CaLabo EX

』だ
け
で
し
た
」と
話
す
。

国
際
文
化
学
科
の
准
教
授
で
、
情
報
シ
ス
テ

ム
委
員
長
を
兼
務
す
る
木
村
充
位
先
生
は
、

「『CaLabo EX

』
は
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
動
作

確
認
が
検
証
済
み
で
、
動
作
保
証
さ
れ
て
い

る
安
心
感
が
あ
り
ま
し
た
」
と
評
価
す
る
。

濃
密
な
２
年
間
で

社
会
人
基
礎
力
を
強
化

　

古
東
先
生
と
小
島
先
生
の
授
業
で
助
手

を
務
め
る
の
が
、
山
内
裕
美
子
臨
時
助
手
だ
。

「
小
島
先
生
も
リ
ス
ニ
ン
グ
力
ア
ッ
プ
に
重

点
を
置
い
て
、
映
画
を
題
材
に
実
用
的
な
英

語
表
現
を
習
得
さ
せ
て
い
る
ほ
か
、
設
定
さ

れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
調
べ
さ

せ
、
異
文
化
社
会
と
日
本
社
会
の
違
い
や
、

多
様
性
を
尊
重
す
る
大
切
さ
に
つ
い
て
の

気
づ
き
な
ど
を
英
語
で
発
表
さ
せ
て
い
ま

す
」
と
、
教
室
の
後
方
か
ら
授
業
を
見
渡
し

な
が
ら
気
づ
い
た
点
を
話
す
。

　

総
じ
て
、
従
来
型
の
授
業
方
法
に
無
理
な

く
『CaLabo EX

』
の
利
点
を
融
合
さ
せ
る

こ
と
で
、一
斉
授
業
の
効
率
化
と
個
別
指
導

の
丁
寧
さ
を
両
立
さ
せ
た
授
業
展
開
、
学
生

を
飽
き
さ
せ
ず
、
集
中
力
を
持
続
さ
せ
る
授

業
展
開
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。
古
東
先
生
が

「
間
違
っ
て
も
い
い
か
ら
話
そ
う
と
す
る
学

生
の
意
欲
の
高
ま
り
を
感
じ
る
」
と
語
る
通

り
、
短
期
大
学
で
の
２
年
間
を
濃
密
に
過
ご

す
た
め
に
、
短
期
集
中
型
で
英
語
力
を
高
め

る
こ
と
、
英
語
に
限
ら
ず
人
前
で
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
こ
と
、
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
ベ
ー
ス
と
な
る
物
お
じ
し
な

い
強
い
精
神
力
の
鍛
錬
に
『CaLabo EX

』

が
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

古
東
先
生
に
よ
れ
ば
、
今
後
は
「
フ
ァ
イ

ル
配
布
」
機
能
の
活
用
や
、
単
語
テ
ス
ト
を

『CaLabo EX

』
上
で
完
結
さ
せ
た
い
と
の

こ
と
。
ま
た
、「
ム
ー
ビ
ー
テ
レ
コ
」
の
活
用

に
よ
る
発
音
練
習
の
効
率
化
を
進
め
て
い
き

ペ
ア
ワ
ー
ク
が

心
理
的
ハ
ー
ド
ル
を
取
り
払
う

　

英
語
英
文
学
科
の
専
任
講
師
で
あ
る
古
東

佐
知
子
先
生
は
、「
オ
ー
ラ
ル
・
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
」
の
授
業
で
『CaLabo EX

』
を
活
用

し
て
い
る
。１
年
次
後
期
の「
オ
ー
ラ
ル
・
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
Ⅱ
」で
は
、毎
授
業
で
学
生
が

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
。
自
己

紹
介
に
始
ま
り
、「M

y Favorite Place

」

な
ど
、
学
生
に
と
っ
て
身
近
で
語
り
や
す
い

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
学
生
自
身
が
作
成
し
た

ス
ラ
イ
ド
資
料
と
と
も
に
、
約
３
分
間
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
臨
む
。そ
の
際
、学
生

は
教
卓
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
画
面
で
ス
ラ
イ
ド

資
料
を
操
作
し
、
学
生
全
員
の
Ｐ
Ｃ
に
そ
の

内
容
を
表
示
さ
せ
る
。

　

そ
の
他
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
で
の
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
、
単
語
単
位
の
音

声
フ
ァ
イ
ル
を
使
っ
た
発
音
練
習
な
ど
で

学
生
が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
機
会
が
多
い
。

ま
た
、
英
語
の
曲
を
音
声
フ
ァ
イ
ル
と
し
て

流
す
ほ
か
、「
ア
メ
リ
カ
の
日
常
」を
ド
ラ
マ

化
し
た
映
像
『A

m
erica Live!

』
を
ム
ー

ビ
ー
テ
レ
コ
で
配
信
し
、
リ
ス
ニ
ン
グ
練
習

も
行
う
。

　
「
授
業
で
大
い
に
活
用
し
て
い
る
の
は
、

ラ
ン
ダ
ム
で
の
ペ
ア
ワ
ー
ク
や
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
機
能
で
す
。
ペ
ア
ワ
ー
ク
の
様
子
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
学
生
が
苦
労
し

て
い
る
部
分
や
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い

る
の
か
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
内
容
に
応
じ

て
、
直
接
そ
の
学
生
だ
け
に
個
別
に
ア
ド
バ

た
い
と
い
う
。
２
０
１
７
年
度
か
ら
は
英
検

対
策
ソ
フ
ト
やT

O
EIC

®

テ
ス
ト
対
策
ソ
フ

ト
も
導
入
予
定
の
ほ
か
、
自
習
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
の
利
用
も
促
進
さ
せ
て
い
き
た
い
と
展

望
を
語
っ
た
。

［事例紹介製品］
CALLシステム

CaLabo EX（詳細はC 20へ）

システムリカバリソフト

WinKeeper（詳細はC 42へ）

ウイルス対策ソフト

Dr.WEB（詳細はC 46へ）

岐阜市立女子短期大学
〒501-0102	岐阜県岐阜市一日市場北町7-1
TEL	058-296-3131

1946年に東海地区最初の公立女子専門学校として創立後、三度
の改組・改称を経て、1988年に現在の「岐阜市立女子短期大学」
に改称。英語英文学科、国際文化学科、食物栄養学科、生活デザイ
ン学科の４学科からなり、国内外に優れた人材を送り出している。

岐阜市立女子短期大学

英語英文学科
専任講師
古東 佐知子 先生

英語英文学科
准教授
小島 ますみ 先生

国際文化学科 准教授
情報システム委員長
木村 充位 先生

英語英文学科
臨時助手
山内 裕美子 先生

「オーラル・イングリッシュⅡ」の授業の流れ
【使用教科書：『America	Live!』（マクミランランゲージハウス）】

学生が着席してログイン。
出席確認

出席管理
CaLabo EXの活用

学生がスライドを
教卓画面で操作し、

全学生のPCに表示。

CaLabo EXの活用

音声データ再生⇒

学生が聞いて発話

CaLabo EXの活用

ムービーテレコ
CaLabo EXの活用

会話（ランダム）
モニタリング

CaLabo EXの活用

A4プリント１枚を配布して10問の単語テスト。
単語の筆記テスト

学生６名が１人約３分間ずつ英語でプレゼンテーション。
スライドを用いたプレゼンテーション

ヘッドセットを装着し発音練習。全
体練習の後、「th/see/she」の違
いなどをクイズ形式で出題・回答。

単語単位の発音練習

アメリカの日常を描いた動画を見
て、リスニング練習。キーセンテン
スについては日本語で口頭説明。

「ムービーテレコ」でリスニング練習

テキストにある10の質問文を先生が音読し、全体の和訳や
重要な熟語を説明後、この10の例文を使い、約５分間のペア
ワーク。学生は会話中に相手の発言内容をメモ。

ペアワークで会話練習

スピーチ後に先生が
英語で質問し学生が回答。

先生

各スピーチに対する
コメントをプリントに記入。

学生

終了後に学生を指名。
ペアの回答内容などを質問。

先生

メモを見ながら回答。学生

1年次後期

導入事例

―岐阜県 ― 	岐阜市立女子短期大学

［教員と学生］［学生と英語］［学生同士］
すべての〝距離〟を近づける『CaLabo EX』
ネイティブ教員による「英会話」や「海外英語演習」、「検定英語演習」などにより、英語検定試験のスコアが飛
躍的に上昇している岐阜市立女子短期大学の英語英文学科。実践的な英語運用能力のさらなる向上をめざし
て2016年3月に導入した『CaLabo EX』の活用状況を伺った。
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